
 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもって計画的に 

 

 

 

校 長  大 迫  誠 

 「ここは来週しよう。」「そうだね。今日はここをしよう。」 

 この会話は、先月、朝のボランティア活動でトイレ掃除をしていた子

どもたちが交わしていたものです。この会話を聞いていたダスキンお掃

除教育研究所の方が「こういった会話をする子どもたちは、本当に掃除

を自分たちのこととして捉えている証拠だと思います。」と話されまし

た。 

 さて、学校に勤務する私たちには、転勤や引っ越しが必ずあります。

以前勤務していた学校で、退職を控えたある校長先生のお宅に行ったこ

とがあります。すると、部屋や押し入れに『３月〇日済」や『３月〇日

予定」などと書かれた付箋が貼ってありました。お尋ねすると、掃除が

終わった所とそうでない所の確認のためだということでした。このよう

にすることで引っ越しの最終日には全てが『済』になるのだな。と、学

ぶことでした。 

 最初の子どもたちの会話も、見通しをもって掃除に取り組もうとする

ことから生まれたものであり、計画的に物事を進めようとする姿勢で

す。様々なことに見通しをもって進めると、計画が生まれ、有意義な実

践につながります。その中で常に振り返ることもできることでしょう。 

 子どもたちにとって、長期休みである夏休みを充実させるためには、

この『見通しと計画』が最重要の一つです。各家庭で早めに話し合って

いただきたいと思います。“行き当たりばったり”にならないように、

計画をしっかり立てさせてください。「今年の夏休みは最高だった！」

と言って登校する子どもたちを 2 学期始業式に待っております。 
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リモート交流をする前に、

去年のことを思い出し、出た

問いは「同じ土や種なのに、

なぜ大きさが違うのだろう」 

それを解き明かしたく

なってきました 

 

【７月１日(月)】桜島大根プロジェクト 

第１回渋谷区立神南小とのリモート交流  

 

 県スクールカウ

ンセラーの濵島敬

子先生をお招きし

て SOS の出し方

教室を開きまし

た。実際に大切な

言葉を使ってやり

とりをしました。 
【７月５日(金)】SOS の出し方教室 

 

【７月１５日(月)一日船長さん】 

  

 

月３０日(金)いもうえ 

【７月４日(木)】交通安全教室 

 

月３０日(金)いもうえ 

【7月１１日(木)】生活科水あそび 

  

7月 1５日海の日に、

６年生から一人、一日船

長さんに選ばれました。   

フェリーの操縦や、挨

拶にインタビューと貴

重な経験をしました。 

お互いの自己紹介資料

を作って、交流をしまし

た。今年も楽しみです。 

【７月１３日(土)】家庭教育学級「姿勢教室」 

  

川添まり子先生

をお招きして、学校

保健委員会で、姿勢

や子どもへの声の

かけ方を学び、家庭

教育学級で子ども

たちと一緒にコア

トレーニングを楽

しみました。 

【7月５日(金)】水泳発表会 

  

【7月 1３日(土)】授業参観 

  

【７月１６日(火)】幼稚園との交流学習  

海辺 

  


